
「
な
く
そ
う
！
日
米
軍
事
同

盟
・
米
軍
基
地
２
０
１
９
日
本

平
和
大
会
in
沖
縄
」
が
11
月
８

日
・
９
日
の
両
日
、
沖
縄
県
で

開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
代
表

約
６
５
０
人
と
沖
縄
県
内
の
参

加
者
と
を
合
わ
せ
１
１
０
０
人

が
結
集
し
ま
し
た
。

横
田
基
地
い
ら
な
い

沖
縄
連
帯
を
訴
え
る

平
和
大
会
に
は
、
東
京
か
ら

54
名
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
期
前
日
の
７
日
は
辺
野
古
と

高
江
の
座
り
込
み
に
参
加
し
ま

し
た
。
辺
野
古
の
テ
ン
ト
村
で

は
瀬
長
和
男
県
統
一
連
事
務
局

長
か
ら
、
警
察

に
守
ら
れ
違
法

工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
中
に

オ
ス
プ
レ
イ
が

２
機
通
過
し
ま

し
た
。

８
日
、
開
会

の
冒
頭
に
は
玉

城
デ
ニ
ー
知
事

か
ら
熱
の
こ
も
っ

た
連
帯
の
挨
拶

が
あ
り
、
参
加

者
一
同
、
熱
烈

な
拍
手
で
こ
た

え
ま
し
た
。

東
京
か
ら
は

「
横
田
基
地
は

い
ら
な
い
」
の

横
断
幕
を
掲
げ

東
京
代
表
30
名

が
舞
台
に
上
が

り
、
磯
崎
四
郎

日
野
平
和
委
員
会
代
表
が
横
田

基
地
に
お
け
る
危
険
な
米
軍
機

訓
練
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
日

野
市
を
は
じ
め
三
多
摩
の
運
動

を
報
告
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
最
後
、
東
京
高
校

生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
17
才
の

女
性
が
「
戦
争
で
殺
さ
れ
る
の

嫌
。
誰
も
が
あ
た
り
ま
え
に
生

活
で
き
る
の
が
平
和
で
、
そ
う

い
う
社
会
を
つ
く
り
た
い
」
と

述
べ
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し

た
。武

蔵
野
か
ら
初
参
加
し
た
人

は
「
沖
縄
の
基
地
を
め
ぐ
り
、

軍
事
の
島
だ
と
強
く
感
じ
た
。

首
里
城
の
古
い
城
壁
を
見
て
感

動
し
た
。
『
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
』
、
皆
さ
ん
沖
縄
に
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
国
民
平
和
大
行
進
通
し

行
進
者
で
87
歳
の
山
口
逸
郎
さ

ん
は
「
沖
縄
の
映
画
を
何
回
か

撮
っ
た
。
今
に
続
く
沖
縄
の
た

た
か
い
を
学
び
更
に
力
を
込
め

て
た
た
か
い
た
い
」
と
熱
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

「
核
兵
器
と
基
地
」
の
分
科

会
で
は
、
地
元
の
市
議
か
ら

「
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）

廃
棄
条
約
が
８
月
に
破
棄
さ
れ
、

米
国
は
今
後
２
年
以
内
に
中
距

離
弾
（
核
弾
頭
装
着
可
能
）
を

沖
縄
を
は
じ
め
横
田
を
含
む
日

本
本
土
に
大
量
配
備
す
る
計
画

が
あ
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

10
日
は
、
６
名
で
伊
江
島
を

訪
問
。
１
９
５
０
〜
１
９
６
０

年
使
用
の
核
弾
頭
模
擬
弾
数
十

発
を
反
対
小
屋
で
見
ま
し
た
。

伊
江
島
と
横
田
は
米
軍
の
軍
事

基
地
と
し
て
米
軍
が
競
っ
て
訓

練
を
繰
り
返
し
強
行
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
東
京
か
ら

沖
縄
基
地
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

（
石
村
和
弘

記
）

（
写
真
は
閉
会
集
会
・
日
本

平
和
委
員
会
活
動
推
進
ニ
ュ
ー

ス
か
ら
）
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日
本
平
和
大
会
に
参
加
し
た

日
野
平
和
委
員
会
会
員
３
人
の

報
告
会
が
、
11
月
14
日
、
ゆ
の

し
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
日

野
市
日
野
本
町
３
）
で
行
わ
れ
、

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
高
江
と
辺
野
古
の

豊
か
な
自
然
、
米
軍
基
地
建
設

と
の
闘
い
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し

ま
し
た
。

高
江
で
は
伊
佐
真
次
東
村
村

議
な
ど
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し

た
が
、
ヘ
リ
パ
ッ
ト
の
建
設
は

不
良
工
事
で
再
工
事
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
、
粘
り
強
い
監

視
行
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

辺
野
古
で
は
、
瀬
長
さ
ん
か

ら
闘
い
の
報
告
が
あ
り
、
大
浦

湾
の
軟
弱
地
盤
の
工
事
は
検
討

状
況
で
、
辺
野
古
側
浅
瀬
の
埋

め
立
て
を
強
行
し
て
い
る
も
の

の
、
搬
入
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
砕

石
を
半
分
し
か
積
ま
な
い
な
ど

予
定
通
り
進
行
で
き
な
い
状
況

で
す
。
座
り
込
み
に
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
り
、
全
国
に
闘
い

を
広
げ
る
こ
と
が
辺
野
古
新
基

地
建
設
ス
ト
ッ
プ
の
力
で
す
。

続
け
て
、
映
像
で
、
東
京
実

行
委
員
会
と
共
に
日
本
平
和
大

会
に
参
加
し
た
日
野
の
メ
ン
バ
ー

の
行
動
が
紹
介
さ
れ
、
開
会
集

会
で
の
デ
ニ
ー
県
知
事
の
あ
い

さ
つ
、
東
京
を
代
表
し
て
日
野

が
報
告
し
た
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
会
２
日
目
の
分

科
会
の
報
告
が
行
わ
れ
、
福
原

さ
ん
が
「
普
天
間
基
地
と
嘉
手

納
基
地
の
今
」
、
蛭
田
さ
ん
が

「
全
国
で
の
基
地
強
化
と
の
闘

い
」
、
磯
崎
さ
ん
が
「
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
見
直
し
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

日
野
平
和
委
員
会

報
告
会
を
開
き
ま
し
た



市
民
と
野
党
の
共
通
政
策
に

核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
を
加
え
、

原
水
禁
運
動
と
安
倍
政
権
を
倒

す
運
動
を
結
び
つ
け
る
よ
う

10
月
24
日
、
衆
院
議
員
会
館

で
日
本
原
水
協
主
催
の
「
日
本

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調

印
・
批
准
を
」
求
め
る
集
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
の
初
鹿
明
博
衆

院
議
員
は
「
禁
止
条
約
に
調
印

す
る
の
は
当
た
り
前
、
率
先
し

て
核
保
有
国
を
説
得
す
る
政
府

を
早
く
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
、
日
本
共
産
党
の
本
村

伸
子
衆
院
議
員
は
「
共
産
党
は

禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准
を
政

府
に
求
め
て
い
る
」
と
そ
れ
ぞ

れ
述
べ
る
と
大
き
な
拍
手
が
起

き
ま
し
た
。

「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲

主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連

合
」
の
呼
び
か
け
人
の
広
渡
清

吾
さ
ん
は
「
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
の
戦
争
政
策
に
従
う
安
倍
首

相
は
、
平
和
を
つ
く
る
上
で
の

障
害
物
。
こ
の
安
倍
政
権
打
倒

の
た
め
に
原
水
禁
運
動
と
市
民

運
動
は
共
闘
し
よ
う
、
禁
止
条

約
に
参
加
す
る
政
府
を
つ
く
ろ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
12
月

１
日

都
政
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

13
時
半
〜

文
京
区
民

セ
ン
タ
ー

３
日

都
議
会
開
会
日
行
動

12
時
15
分
〜
12
時
45
分

都

庁
第
１
庁
舎
前

３
日

代
表
理
事
会

５
日

「
東
京
都
平
和
祈
念
館

（
仮
称
）
」
建
設
を
す
す
め

る
会
19
周
年
の
つ
ど
い

18

時
半
〜

豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー

13
日

「
内
藤
塾
」
特
別
企
画

講
演

イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴

訟
弁
護
団

川
口
創
弁
護
士

18
時
半
〜

東
京
労
働
会
館

地
下
会
議
室

参
加
費
500
円

14
日

平
和
と
交
流
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク

年
末
大
交
流
会

（
詳
細
は
下
記
囲
み
記
事
）

15
日

横
田
基
地
座
り
込
み
行

動

13
時
半
〜

フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
パ
ー
ク

17
日

常
任
理
事
会

18
時
半

事
務
所

27
日

お
疲
れ
様
会

17
時
〜

事
務
所

28
日

事
務
所
望
年
会
14
時
〜

事
務
所

29
日
〜
１
月
５
日

事
務
所
休

み
２
０
２
０
年
１
月

７
日

代
表
理
事
会

11
日

東
京
原
水
協
共
催
新
春

の
つ
ど
い

13
時
半
〜

ラ

パ
ス
ホ
ー
ル

19
日

横
田
基
地
座
り
込
み
行

動

13
時
半
〜

フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
パ
ー
ク

21
日

常
任
理
事
会

18
時
半

事
務
所

25
日

全
国
基
地
問
題
交
流
会

11
時
〜
16
時

平
労
セ
ン
タ
ー

２
階

主
催
：
安
保
・
中
央
実
行
委

員
会

２
月
11
日

百
里
初
午
ま
つ
り

バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
費
４
０
０
０
円

平
和
新
聞
東
京
版
に
掲
載
す

る
文
芸
作
品
（
短
歌
、
狂
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
詩
な
ど
）
、
本

紙
に
ふ
さ
わ
し
い
本
の
紹
介
、

映
画
・
演
劇
紹
介
、
身
辺
雑
記

を
募
集
し
ま
す
。
５
０
０
字
程

度
。
締
切
り
は
特
に
設
け
ま
せ

ん
。
随
時
掲
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。
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核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准
を

東京の国際・平和友好団体と劇団、うたごえ…が集まって、年末・平和のビックイベントを共同開催します。

今年をふり返り、２０２０年の展望を語りあう大交流会です。

1st ＝Action「ヒバクシャ国際署名」を多言語で集めよう＝11時～12時 場所：ＪＲ山手線大塚駅南口駅前

2st ＝Study Session ＝13時～15時

①東京？ オリンピック・パラリンピックは大丈夫なの？

②日本平和大会in沖縄に行ってきました！「沖縄の今」を報告します。

③世界大会・ニューヨークに行こう！核兵器禁止条約はどこまで広がった!?

3st ＝Peace Session♪うたごえ交流♪＝15時～17時 参加費1,500円

いろいろな国の酒や多少の軽食があります。持ちこみもOKです。うたって、語りあう多団体・多文化の大交流会です。

日時 2019年12月14日(土) 会場：東京労働会館Ｂ１

参加団体：

日中友好協会東京都連／日朝協会東京都連／東京平和委員会／原水爆禁止東京協議会／東京のうたごえ協議会ほか

連絡先：TEL03-5927-1485（東京平和委員会）

東京・平和と交流のテーマパーク
年末大交流会

横
田
基
地
周
辺
で
の

危
険
な
軍
事
飛
行
中
止
を
求
め
ま
し
た

11
月
１
日
、
都
庁
に
て
、
東
京
平
和
委
員
会
は
「
都

民
生
活
要
求
大
行
動
実
行
委
員
会
」
の
一
員
と
し
て
、

「
横
田
基
地
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
夜
間

訓
練
で
、
住
宅
に
銃
口
を
向
け
て
飛
ん
で
い
る
こ
と
」

「
Ｃ
１
３
０
か
ら
の
降
下
訓
練
が
格
段
に
多
く
な
り
、

住
民
が
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
を
東
京
都
に

訴
え
、
「
住
民
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
訓
練
の
中
止
を
、

米
国
・
米
軍
に
対
し
て
国
が
要
請
す
る
こ
と
」
を
求
め

ま
し
た
。

都
は
「
軍
事
問
題
は
国
の
専
管
事
項
で
あ
る
が
、
本

日
の
『
要
請
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
伝
え
る
』
」
と
答

え
ま
し
た
。

岸
本
正
人
東
京
平
和
委
員
会
事
務
局
長

は
、
都
職
員
に
、
羽
田
発
日
航
機
が
火
を
噴
い
て
い
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
写
真
、
そ
の
他
横
田
基
地
周
辺
の
米
軍
訓

練
の
写
真
を
手
渡
し
、
「
実
態
を
見
て
ほ
し
い
」
と
語

り
掛
け
ま
し
た
。

都 民 要 求 大 行 動

こ
れ
か
ら
の
予
定

原
稿
を
募
集
し
ま
す


